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BIM/CIMモデル概要

 BIM/CIMモデルには、「地形モデル」「地質・土質モデル」「線形モデル」「土工形状モデル」

「構造物モデル」「統合モデル」の種類がある。

 モデルは、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理する。

地形モデル 地質・土質モデル

線形モデル

構造物モデル
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 本フローは、道路土工を事例として、土工形状の３次元モデルを作成するフローである。

 ただし、下図に示した方法はあくまで例であり、使用する３次元ＣＡＤソフトウェアによって方

法が異なることに留意する。

土工の３次元モデリングの流れ（道路土工の場合）

土工の３次元モデリングの流れ（道路土工の場合）



 航空写真、あるいは衛星写真を貼り付けた３次元地形モデル（サーフェス）に、道路中心の平面

線形を描きながら入力する。

平面線形の作成

線形モデル
地形モデル

土工形状モデル



 平面線形に基づく地表面の縦断面をソフトウェアに自動的に描かせ、縦断面図を作成する。

 縦断面図は、標高差の幅が、水平方向の距離に比べて小さく、図面上で違いが認識できないことから、鉛直

方向と水平方向で縮尺を変えて表現する。

 縦断面の地表線の形状を見ながら、道路中心の縦断線形を直線と２次放物線などを組み合わせて入力する。

 この際、道路の区分や設計速度に応じた縦断勾配や縦断曲線の規格に注意し、極力、掘削や盛土が大きくな

らないような、土量バランスを意識した縦断計画を行うことが重要。

 先ほどの平面線形とこの縦断線形を合わせることによって、３次元の中心線形が出来上がる。

縦断線形の作成



 道路の切土や盛土といった、道路の形状が変化する断面の各々標準となる横断面図を作成する。

 作成した横断面図を測点と呼ばれる位置に挿入して、各地形や地質状況に合わせて、横断計画を

行う。

 なお、測点以外でも、平面線形や縦断線形の変化する箇所や、道路の幅員構成や横断勾配が変化

する箇所、法面勾配や切土・盛土の変化点、擁壁やボックスカルバートの設置位置などでも横断

面を入力する必要がある。

横断面の作成



土工（道路土工）の３次元モデルの作成

 地形モデル（ＴＩＮデータ）と先ほどの道路の中心線形、縦断計画、横断計画をソフトウェアに

入力する。

 地表線と計画線から、ソフトウェアの方で切土、盛土を判断し、法面や法肩の形状まで３次元的

に表現する。

 また、道路の出発点から一定間隔（通常20m）の各測点で地表線を含めた横断面図を自動的に出

力することができる。

TINデータ

平⾯図

横断⾯図

縦断図

土工３次元モデル化のイメージ
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３次元モデリング手法（ワイヤーフレーム、サーフェス、ソリッド）

 特に、ソリッドモデルとして部材をモデリングすると、体積計算が瞬時にできる、干渉チェック

ができる、３次元的な見取り図により技術者以外の多くの関係者の合意形成に資する等のメリッ

トがあるため、構造物ではソリッドモデルで部材などを作成することが多い。



 我が国におけるBIM/CIM関係の基準要領（BIM/CIM活用ガイドライン等）においては、BIM/CIMモ

デルに関する形状の詳細度（ Level Of Detail ）について定義している。

 詳細度には、形状の詳細度（ Level Of Detail ）のほか、情報の詳細度（ Level Of Informati

on ）、展開度（ Level Of Development ）等の考え方があり、BIM/CIMモデルの活用にあたって

はいずれも重要である。

 以下に形状の詳細度（ Level Of Detail ）の山岳トンネルの例を示す。

例）トンネルの配置が分かる程度の

矩形形状もしくは線状でモデル化する。

３次元モデルの詳細度（ＬＯＤ、ＬＯＩ）

＜詳細度１００＞

 対象を記号や線、単純な形状でその位置を示

したモデルである。



＜詳細度２００＞

 対象の構造形式が分かる程度のモデルである。

 標準横断で切土・盛土を表現、または各構造物一般図に示される標準横断面を対象範囲でスイー

プ※させて作成する程度のモデルである。

例）計画道路の中心線形とトンネル標準横断面でモ

デル化する。坑口部はモデル化せず位置を示す。

※スイープ：

平面に描かれた図形をある基準線に沿って延長

させて３次元化する技法のこと。ここでは、標

準横断面を道路中心線形に沿って延長させるこ

とにより３次元モデル化している。

トンネルを事例としたＬＯＤの紹介：ＬＯＤ２００



例）避難通路などの拡幅部等の主構造の形状

が正確なトンネルをモデル化する。検討

結果を基に適用支保パターンの範囲を記

号等で、補助工法は対象工法をパターン

化し、記号等で必要範囲をモデル化する。

坑口部は外形寸法を正確にモデル化する。

舗装構成や排水工等の内空設備をモデル

化する。箱抜き位置は形状をパターン化

し、記号等で設置範囲を示す。

トンネルを事例としたＬＯＤの紹介：ＬＯＤ３００

＜詳細度３００＞

 附帯工等の細部構造、接続部構造を除き、対象の外形形状を正確に表現したモデルである。

 詳細度３００で、外形寸法が正しくモデル化される。原則適用ではこの２００～３００を基本と

している。



例）詳細度300に加えてロックボルトや配筋を

含む全ての部材、トンネル本体や坑口部、

箱抜き部の配筋、内装版、支保パターン、

補助工法の形状を正確にモデル化する。

＜詳細度５００＞

 対象の現実の形状を表現したモデルである。

例）設計・施工段階で活用したモデルに完成形状

を表現する。

＜詳細度４００＞

 詳細度３００に加えて、附帯工、接続構造などの細部構造及び配筋も含めて、正確に表現したモ

デルである。

トンネルを事例としたＬＯＤの紹介：ＬＯＤ４００、ＬＯＤ５００



 中国地方整備局では、「BIM/CIM活用の手引き

（案），Ｒ６．１２」において、共通仕様書の各

項目に応じた詳細度設定の目安等を定めている。

詳細度についての補足説明（中国地方整備局）



活用目的に応じた詳細度の設定事例

道路形状：詳細度２００
事業説明のため、本線道路形状
が分かる程度にモデル化

既設の支障物件との干渉チェッ
クのため、工事用道路形状を正
確にモデル化

道路形状：詳細度３００、建築限界：詳細度２００

 事業説明での活用事例では、ルートや計画が確認することを目的として、詳細度２００でモデル

化している。

 工事発注後の手戻り防止のために、既設の支障物件（電線等）との干渉チェックを行っている事

例では、道路形状は詳細度３００で、建築限界は詳細度２００で、既設の電線等は測量時の点群

データを活用してモデル化している。

 活用目的に応じて同一のモデル内でも詳細度を使い分けるような工夫が重要である。
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 トンネル坑口付近のBIM/CIMモデルを作成し、ＭＲ技術を活用して現地踏査を実施した事例であ

る。ＭＲゴーグルを装着することで、完成イメージを現地で確認し共有することができる。

 また、現地でトンネルと地質課題箇所の位置関係を確認することができ、設計等で必要な地質課

題設定の妥当性について確認している。

現地踏査

BIM/CIMモデルＭＲ撮影現地踏査



 橋梁の景観検討を実施した事例である。BIM/CIMモデルを活用することで、従来のパース作成等

は必要なく、モデル部材の色彩を変更することで橋梁塗装色の景観検討が可能となる。

 なお、橋梁モデルは、別業務で作成されたモデルを活用しているため、実際の作業は塗装色の変

更のみであり、作業時間及び作成費用の縮減を実施している。

景観検討



詳細設計、干渉チェック、妥当性確認

赤着色部がアンカー定着部

 地質的弱部のある法面について、補強対策工を実施した事例である。グラウンドアンカー工や横

ボーリングとの干渉確認を行い、対策工がどちらも影響しないことを確認している。

 グラウンドアンカー工は、検討断面にて二次元解析を実施し詳細設計を実施しているが、地質・

土質モデルとアンカー工モデルを重ね合わせることで、アンカーの定着量不足等がないか設計の

妥当性について確認している。



 樋門設計時に選定した標準的な施工方法、施工手順、施工時の留意点等の施工計画について確認

した事例である。

 完成形状の計画モデルに加え、点群から現況地形の作成や公開データを活用した建設機器を配置

し、施工計画モデルを作成している。事前に問題点を確認し後工程での手戻り防止を図る。

施工計画



 ＪＲと交差する橋梁において、影響検討を実施した事例である。BIM/CIMモデルを活用すること

で、従来の２次元図面と異なり、上部工の形式形状とＪＲの建築限界を可視化できます。

 ３次元的にクリアランスを確認することで、関係機関との合意形成促進を図ることが可能となる。

 地盤の地質モデルも反映することで、ＪＲの軌道に与える近接影響も確認している。

関係機関協議



 橋梁の耐震補強の補修設計にBIM/CIMモデルの活

用を行った事例である。

 既設の橋梁や橋梁附属物、新設の耐震補強システ

ムや関係する河川護岸擁壁等についてモデル化を

実施している。

 本事例では、水平力分担構造設置時に既設の護岸

天端が干渉するため、施工に先立ち既設護岸天端

を撤去し、施工後に張りコンクリートで復旧する

計画として、後工程での手戻り防止を図っている。

既設構造との取り合い確認、耐震補強



維持管理計画の検討

 交差道路との桁下余裕高が少ない橋梁詳細設計に

おいて、維持管理段階での点検方法について事前

に検討し、影響がないことを確認し事例である。

 定期点検等における新設する橋梁各部材への近接

方法を２次元データ等を重ね合わせて確認してお

り、維持管理段階に引き継ぐことで将来的な点検

管理での活用が期待できる。



 電線共同溝の詳細設計を実施した事例である。

 既設埋設管を含めてモデル化し、後工程での手戻り防止を図っている。

 モデル名称について、管種名でレイヤ区分すると占用業者との調整時に名称が分からず時間を要

するため、確認が容易となる名称でレイヤ区分を行うなどの工夫を実施している。

既設構造物への影響確認、占用協議円滑化のための工夫

水道管等の既設埋設管

電線共同溝管路部

管種名 日本語名



 橋梁施工時の高圧線への影響検討を実施した事例。

 重機の旋回半径や高圧線の影響範囲を可視化すること

で、施工時の重機と高圧線との離隔距離が確保されて

いることを事前に確認し、施工時の手戻り防止を図っ

ている。

 本事例のように、後工程で確認しやすいようにビュー

ポイントを登録することが、情報連携を進める上で重

要である。

ビューポイントの活用
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住民説明会での活用

 道路工事において、進入路と現在の土地利用状況との関係について３次元で説明した事例。

 現況地形を３次元計測技術を活用して計測し、本工事に関わる道路形状について３次元で作成し、

点群データとあわせて３次元での説明用資料を作成している。

 任意の角度や大きさで確認することができ、対外説明の場面で大いに活用できた。



照査

 橋梁工事において、BIM/CIMモデルを用いて、構造物モデルから計測した寸法線（赤線）と２次

元図面の寸法線（黒線）を重ね合わせて、外形形状にズレがないか照査した事例。

 照査したモデルと竣工した構造物の点群データを活用して出来栄え評価を実施し、「３次元計測

技術を用いた出来形管理要領（案）」で定められた要求精度を満足していることを確認した。

作成モデルの照査 出来栄え評価



数量算出

 河川工事において、盛土工の細部（路床盛土、路体盛土等）までモデル化を行い、施工等を実施

した事例。従来通りの平均断面法と数量算出の差を確認すると、施工土量に200m3以上の開きがあ

ることを確認した。

 BIM/CIMモデルを活用することで、３次元土配計画の精度が高まり、細部までモデル化した効果

が確認できた。

路体盛土（W<2.5)＝1,879．5m3



維持管理段階への情報連携

 電線共同溝工事において、モバイル端末を活用して施工済みの埋設管路の点群データを取得した

事例。

 電線共同溝工事では、詳細設計や施工時に既設埋設物等の不可視となる支障物件の位置を調査予

測することが重要となるが、従来の２次元図面等に基づく資料では、それらの位置を把握するこ

とが困難であった。このため、維持管理段階への引き継ぐための重要な情報として、埋戻し前に

毎回３次元計測を行い、位置情報を保有する点群データを結合して保存した。

作業イメージ

モバイル端末で取得した点群データ



ＭＲ・ＡＲ技術を活用した中間・完成検査

 河川護岸整備工事において、BIM/CIMモデルを用いて、ＭＲ技術やＡＲ技術により現場での施工

状況を可視化した事例。

 ゴーグル型機器やタブレット機器を活用し、中間技術検査等で地盤改良杭などの不可視部分の確

認や盛土部の面評価等を実施し、検査の効率化について検討している。

ＭＲを用いた護岸モデルの確認 ＡＲを用いた盛土部の面評価
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サーフェスモデル

 土工モデルであるサーフェスモデルを比較することで数量算出を行う。具体的には、２つのの

サーフェスモデルの差分計算によって数量を算出する。



ソリッドモデルや点群データの活用

 BIM/CIM モデルを用いて位置と体積を算出し、属性情報を用いて規格や仕様等を区分し、コンク

リート等に適用する。



コンクリート構造物の場合（体積）

 コンクリート構造物の数量算出は、BIM/CIMモデルを活用し体積や長さ、面積等を算出して行う。

 下図は、体積をもとに数量を算出している事例である。必要な情報も全て属性情報として付与し

ている事例である。



コンクリート構造物の場合（面積）

 簡易な幾何形状（点、線、面）を用いて位置、

延長や面積を算出することも可能。

 ここでは、本体のBIM/CIM モデル（ソリッド

モデル）から型枠面積を算出している事例を

示す。

 BIM/CIM モデル（ソリッドモデル）として作

成した橋台・橋脚コンクリートから、型枠を

必要とする面を選択し、ポリゴン要素に分解

して面積を算出している。



数量算出モデルの活用事例

 こちらは、トンネル本体、坑口などの

構造物モデルを活用し数量を算出した

事例である。

 BIM/CIMモデル（３次元ＣＡＤ）を活用

することで、従来手法（平均断面法）

では算出が難しい地層変化点の数量等

も算出可能となるなど、より精度の高

い数量の算出が可能。

 また、従来手法での計算断面に現れな

い土層も、BIM/CIMモデルを活用するこ

とで正確に数量を算出することが可能。



設計・統合モデル基礎研修
６）属性情報の付与方法

ナレーション
VOICEVOX:四国めたん
ナレーション
VOICEVOX:四国めたん

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



「出典：BIM/CIM活用ガイドライン(案)，第1編，共通編，R4.3，p.15」

属性情報

❑属性情報：３次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び

物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

❑参照資料：BIM/CIM モデルを補足する（または３次元モデルを作成しない構造物等）従来の２次

元図面等の「機械判読できない資料」

 BIM/CIM原則適用では、属性情報は直接付与を基本としているが、図面や協議書など機械判読で

きない資料などは参照資料等をもとに付与することができる。



属性情報の付与方法

 中国地方整備局においては、BIM/CIMモ

デルを引き継ぎながら事業を効率的に推

進するために、『BIM/CIM活用ガイドラ

イン（案）』の各分野編を参考に、属性

情報の付与方法を整理している。

 今後の積算システムの効率化の観点から、

数量や部材の仕様等に関する情報などで

３次元モデルに直接付与できる情報は、

直接付与を基本とする（右図）。

 後工程での情報連携の観点から、設計報

告書や２次元図面などは、３次元モデル

から外部参照する方法を基本とする。

オブジェクト分類・属性情報の付与例（道路詳細設計）



属性情報の付与事例（参考）：データの一元管理

 属性情報は、部材情報のみを伝達するだけではなく、事業進捗を考えると、事業データの一元管

理や、申送り事項などの重要情報を後工程で携わる関係者を含めて情報共有・伝達していくこと

も重要である。

事業統合管理モデルを用いたデータマネジメントの例



「出典：３次元モデル成果物作成要領(案)，R4.3，p.22」

属性情報の付与事例（参考）：直接付与する情報の内容

部材に関する数量情報

測量、調査、設計、施工、維持管理の各段階での
関係者情報や各種設計条件を含めて付与

 積算用情報は各構造物モデルへ直接付与、設計条件等の基本条件は橋梁名称モデルへ直接付与。



属性情報の付与事例（参考）：情報付与用のアノテーションモデルの活用

アノテーションモデルを用いたファイル参照の事例 重要構造物においては、管理等で必要な情報をExcelで一元管理

 ３次元モデルがないと情報付与ができないため、属性情報付与用のアノテーションモデルの活用。



属性情報の付与事例（参考）：２次元図面や動画資料などの記録も付与

 ３次元データだけではなく、２次元ＣＡＤデータの張り合わせやＸＲ等の活用動画も記録。

敷地調査図の重ね合わせにより距離標を表示 画像データを付与（ＡＲを用いた現地確認動画）



属性情報の付与事例（参考）：外部のデータベースとの連携

 工夫をすることで外部のデータベースサイトにもアクセス可能。

 今後の事業推進を効率的に進めるための工夫を考え、実践していくことが重要。

名称版モデルによる外部データベースのＵＲＬを参照



設計・統合モデル基礎研修
７）統合モデル活用方法
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出来あがり全体イメージの確認

「浜田河川国道事務所
福光・浅利道路道路高度化検討業務」

活用する場面：地元説明、関係機関協議等
期待する効果：合意形成の促進

視覚化

「山口河川国道事務所
藤生長野バイパス道路予備設計業務」

動画（事業計画概要）、モデル（計画説明）

モデルを用い
た計画説明

事業計画動画

土地利用状況の変化をモデルにて説明

A

B

計画説明

ルート説明

里道跨道道

現況ルート
所要時間 0.5分

新規ルート
所要時間 1.2分

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（１/３）

活用する場面：異なる線形
期待する効果：設計ミスの防止

視覚化

活用する場面：立体交差
期待する効果：干渉チェック、合意形成促進

「広島国道事務所
岩国・大竹道路大竹西ＪＣＴオフランプ橋詳細設計業務」

「鳥取河川国道事務所
鳥取豊岡宮津自動車道予備設計業務」

立体交差する道路との干渉確認

Ｃ、Ｄランプの立体交差

Ｄランプ

Ｃランプ

Ｃランプ

Ｄランプ

異なるランプ橋の位置及び干渉確認

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（2/３）

活用する場面：埋設物、近接施工箇所（既設構造物、仮設構造物、電線等）
期待する効果：干渉チェック・工事発注後の手戻り防止

視覚化

「浜田河川国道事務所
国道191号益田地区電線共同溝設計業務」

「山口河川国道事務所
藤生長野バイパス長野高架橋外橋梁予備設計業務」

既設地下埋設物との干渉確認架空線、埋設管との干渉確認

架空線に干渉

埋設管に干渉

統合モデル

電線等は測量段階
の点群を活⽤し、モデ
ル化コストを縮減

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



特定部の確認（３/３） 視覚化

活用する場面：工種間の連携
期待する効果：設計ミスの防止

活用する場面：上部工・下部工の接続部
期待する効果：施工段階での手戻り防止

「福山河川国道事務所
福山道路河手高架橋詳細設計その２業務」

「山口河川国道事務所
佐波川鈴屋地区排水樋門詳細設計業務」

部材毎の干渉チェックの実施樋門と土工の完成イメージ（下段）

施工計画

完成

干渉チェック

３次元モデルの活用（義務項目の事例）



 活用内容以外の箇所に関する３次元モデルの作成・修正を受注者に求めないようにする。

 地形の精度と構造物の精度のずれにより、地面に埋め込まれたり、隙間があったりすることがあ

るが、３次元モデルの見栄えを整える作業は必要ではない。（既設構造物との取り合い確認の際

は重要であるが、その他の活用内容の場合は原因の把握ができれば十分である。）

３次元モデル活用時の留意点

地形モデルと土工形状モデルとの隙間



視認性の確認

活用する場面：信号、交差点等の視認性
期待する効果：後工程での手戻り防止、関係機関との合意形成促進

視覚化

「岡山国道事務所
国道２号大樋橋西高架橋工事」

走行視点：既設信号機の視認性の確認

既設信号機が新設橋梁に
隠れることを確認

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）

「岡山国道事務所
岡山環状南道路藤田地区橋梁詳細設計その２業務」

走行視点：交差点部の視距確保状況の確認



重ね合わせによる確認 視覚化

「山陰西部国道事務所
俵山・豊田道路地すべり詳細設計業務」

活用する場面：騒音・振動影響範囲
期待する効果：対策工の必要性検討

活用する場面：地質構造の可視化
期待する効果：後工程での手戻り防止

「岡山国道事務所
総社一宮バイパス井尻野トンネル設計業務」

３次元騒音シミュレーション結果の反映

発破騒音

崩壊の危険性が高い地質・土質箇所の特定

危険箇所抽出

切土法面（想定）

断面図合成

礫岩(緑色)

砂岩シルト岸互層（青色）

地下水以下で崩壊が生じやすい範囲（青点線）(想定）

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



現場条件の確認 視覚化

「岡山国道事務所
総社一宮バイパス下池橋梁設計他業務」

活用する場面：現場での支障物件の確認、施工時の作業範囲等の確認
期待する効果：図面にない支障物件への影響確認、施工段階での手戻り防止

クレーン配置

施工可能確認

「広島西部山系砂防事務所
広島西部山系山本地区砂防堰堤設計他業務」

クレーン作業範囲確認ＪＲ架線や高圧線との離隔距離確認

必要離隔
距離モデル

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



施工管理での活用、ＩＣＴ施工での活用 省力化・省人化

「山陰西部国道事務所
令和3年度木与防災測量設計業務」

「出雲河川事務所
大橋川左岸下流部護岸整備外工事」

活用する場面：出来形計測・管理
期待する効果：出来形計測・管理の省力化

活用する場面：ＩＣＴ施工
期待する効果：施工段階の省人化・省力化

ＩＣＴ土工データ

ＩＣＴ土工データ（緑）【２次元成果図上に投影】拡張現実技術を活用した監督・検査の効率化

HoloLensの装着

BIM/CIMモデル

３次元モデルの活用（推奨項目の事例）



設計・統合モデル基礎研修
８）BIM/CIM活用プロセスマップの紹介
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発注者の視点を追加して作成

BIM/CIM活用プロセスマップ

 BIM/CIM活用プロセスマップとは、

業務の実施プロセスにおける課題

を発注者及び受注者の視点から整

理し、その課題解決のツールとし

て計画から調査、設計、施工、維

持管理の各段階においてBIM/CIM

がどのような場面で活用できるか、

また、後工程でのトラブル防止に

どのように活用できるかを検討整

理したものである。

 さらに、プロセスマップの後編に

は、活用場面ごとの詳細説明や活

用上の課題を記載している。



道路詳細設計

BIM/CIM活用プロセスマップ：道路事業を対象に作成



活用場面の例



これで、

設計・統合モデル基礎研修の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


